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あらまし：我々は，複数の単元・学習内容の組み合わせによる講義コンテンツ生成システムを開発した．
我々が開発した講義コンテンツ生成システムは，講義コンテンツに対しシラバスから生成されたメタ

データを付与することで，講義コンテンツを単元や学習内容ごとに分割するとともに，体系化された講
義情報から，複数の単元・学習内容を組み合わせた講義コンテンツを生成することができる．本論文で

は，講義間の関係を体系化する方法について述べるとともに，体系化された講義情報を用いて，複数の
単元・学習内容の組み合わせによる講義コンテンツ自動生成機能について述べる． 
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1. はじめに 
現在，学生の主体的な学びの確立に向けた大学教

育の質的転換が求められており，MOOC(大規模公開

オンライン講座)(1)による授業配信やOCW(オープン

コースウェア)(2)による教育内容の配信など ICT を

活用した双方向型の授業・自修支援や教学システム

整備の必要性が叫ばれている．MOOCや OCWは，

シラバスや講義で配付するプリント，ノートなどの

テキストメディアだけでなく，講義を収録した音声

コンテンツや動画コンテンツを公開しており，現在 

46カ国，250機関，2万 2000科目の講義内容が公開

されている． 

我々は，講義を収録して講義コンテンツを自動的

に生成するシステム (3,4,5)を開発した．我々が開発し

たシステムは，講義を収録し講義コンテンツを生成

するだけでなく，講義コンテンツで発話された時間

から再生される機能(索引機能)や，シラバスから生

成されたメタデータを用いて，講義コンテンツを単

元／学習内容ごとに再生する機能(単元，学習内容再

生機能)を実装した．しかしながら我々が開発したシ

ステムは，学習者に次に学習すべき単元を明示した

り，学習の前提となる単元の学習を促したり，また

学習内容を組み合わせて新しい講義コンテンツ生成

することができなかった．これは，開講している講

義間の関係や講義内の単元間の関係が体系化できて

いないことに起因していた． 

本論文では，講義間の関係を体系化する方法につ

いて述べるとともに，体系化された講義情報を用い

て，複数の単元・学習内容の組み合わせによる講義

コンテンツ自動生成機能について述べる． 

 

2. 講義情報の体系化 
オントロジ (6)は「対象世界をある視点でみたとき

に立ち現れてくる構成要素を明示的に表現し，それ

らの関係を体系的に記述したもの」であると定義さ

れている．本研究では，オントロジを用いて講義間

の関係を体系化した．知識を体系化する手段として

は，他にも知識ベース (7)がある．知識ベースとは，何

らかの知識を記述・蓄積したものの総称を指す．オ

ントロジでは，考察対象となっている世界を構成し

ている存在を明示し，それらの相互関係の定義を通

じて，世界理解の前提となる基盤を作り出すことが

できる．本研究では，大学の講義の世界を構成して

いる存在を明示し，その相互関係を定義を通じて講

義間の関係を体系化することを目的としているため，

オントロジを用いて講義間の関係を体系化すること

にした． 

図 1は，芝浦工業大学で開講されている情報関連

科目とその単元の内容から体系化したオントロジを，

オントロジエディタ法造(8)を用いて示したものであ

る．芝浦工業大学で開講されている「コンピュータ

基礎」の第 2週目の「2進数」は，「情報通信基礎」

教育システム情報学会 2013年度学生研究発表会 四国地区

　15　



の第 2週目の「情報の符号化」を受講するために必

要な前提知識であることを示している．同じように，

「情報通信基礎」の第 2週目の「情報の符号化」は，

同じく第 2週目の「情報量」を受講するために必要

な前提知識であることを示している．オントロジを

用いて体系化された講義情報を用いることで，次に

学習する内容や前提知識を確認することができる． 

 

3. 複数の単元・学習内容の組み合わせによる

講義コンテンツ生成システム 
図 2は複数の単元・学習内容の組み合わせによる

講義コンテンツ生成システムの概要を示している．

講義コンテンツは，シラバスから生成されたメタデ

ータによって複数の単元や学習内容に分割されてい

る．学習者は，学習したい単元や学習内容を複数の

講義コンテンツから選択する．次に，選択された単

元・学習内容から，複数の単元・学習内容の組み合

わせによる講義コンテンツ生成システムによって，

新しい講義コンテンツを生成する．図 2の例では，

講義コンテンツAの aという単元と講義コンテンツ

Bの b という単元，および講義コンテンツ Cの cと

いう単元を選択したとする．講義間の関係を体系化

したオントロジから，単元 cは単元 aの前提条件と

なっており，また単元 bは単元 aの前提条件である

場合，我々が開発したシステムは c，a，b の順で再

生されるあらたな講義コンテンツを生成することが

できる．我々が開発したシステムは，オントロジに

より体系化された講義情報を用いることで，学習す

べき順番を考慮した講義コンテンツを生成すること

ができる． 

 

4. おわりに 
本論文では，講義情報をオントロジを用いて体系

化し，体系化された講義情報を用いた講義コンテン

ツ生成機能について述べた．講義情報を体系化する

ことにより，学習者は次に何の講義コンテンツを視

聴すべきか，前提知識となる講義コンテンツを確認

することができるようになった．また，複数の学習

内容を組み合わせることにより，学習者に合わせた

新たな講義コンテンツを生成することが可能になる． 
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図 1 情報関連科目 

図 2 システムの概要 
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